
8
月
30
日
に
定
例
会
の
代
表

と
一
般
質
問
が
締
め
切
ら
れ
ま

し
た
。
総
括
質
疑
1
人
、
一
般

質
問
は
14
人
が
行
い
ま
す
。
日

本
共
産
党
議
員
団
の
発
言
通
告

と
一
般
質
問
の
予
定
時
刻
は
次

の
と
お
り
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
質

問
時
間
は
予
定
で
す
の
で
、
前

後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
解
く
だ
さ
い
。

◎
太
田
幸
代
議
員
（
一
般
質
問
）

9
月
６
日
・
1
番
9
時
30
分

予
定

1
、
出
生
数
増
に
向
け
た
子
育

て
応
援
施
策
に
つ
い
て

2
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
制
度
の
利

用
改
善
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て

◎
藤
田
正
雄
議
員
（
一
般
質
問
）

9
月
6
日
・
4
番
13
時
予
定

１
、
湖
国
バ
ス
・
伊
吹
登
山
口

線
の
減
便
に
つ
い
て
問
う
。

２
、
山
東
地
区
の
い
く
つ
か
の

施
設
（
大
原
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
・
山
東
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
・
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
山
東
等
）
の
問
題
に
つ

い
て
問
う
。

◎
清
水
隆
徳
議
員
（
総
括
質
疑
・

一
般
質
問
）

９
月
1
日
初
日
（
総
括
）

1
、
議
案
第
78
号

財
産
の
譲

渡
に
つ
い
て
（
山
東
庁
舎
西

側
駐
車
場
）

9
月
7
日
（
一
般
）
3
番
11

時
予
定

１
、
近
江
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス

の
件
に
つ
い
て
問
う
。

１
９
４
５
年
8
月
6
日
と
9

日
、
米
軍
が
投
下
し
た
２
発
の

原
子
爆
弾
は
、
一
瞬
に
広
島
・

長
崎
を
壊
滅
さ
せ
、
数
十
万
も

の
人
々
を
無
差
別
に
殺
傷
し
ま

し
た
。
生
き
残
っ
た
被
爆
者
は
、

「
再
び
被
爆
者
を
つ
く
る
な
。

核
兵
器
を
地
球
上
か
ら
な
く
そ

う
」
と
訴
え
続
け
、
日
本
の
反

核
平
和
運
動
の
高
ま
り
と
と
も

に
、
そ
の
声
は
世
界
中
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
２
０
１
６

年
12
月
23
日
の
第
71
回
国
連
総

会
に
お
い
て
、
核
兵
器
を
禁
止
・

廃
絶
す
る
条
約
の
交
渉
を
開
始

す
る
決
議
が
１
１
３
か
国
の
賛

成
で
採
択
さ
れ
、
そ
し
て
２
０

１
７
年
7
月
7
日
、
国
連
加
盟

１
９
３
カ
国
の
う
ち
１
２
２
カ

国
の
賛
成
で
、
人
類
史
上
初
め

て
核
兵
器
を
違
法
と
す
る
核
兵

器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
条
約
で
は
「
核
兵

器
に
よ
る
威
嚇
」
も
違
法
と
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
17
年
6
月
に
制
定
さ
れ

た
本
市
の
「
非
核
・
平
和
都
市

宣
言
」
で
も
「
核
を
持
つ
す
べ

て
の
国
々
に
、
す
べ
て
の
核
兵

器
を

今

す
て
よ
！
」
と
訴

え
て
い
ま
す
。

し
か
し
日
本
政
府
が
唯
一
の

戦
争
被
爆
国
の
政
府
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
歴
史
的
な
核

兵
器
禁
止
条
約
に
背
を
向
け
る

態
度
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
、

内
外
の
強
い
失
望
と
批
判
を
招

い
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
米
原
市

議
会
は
、
政
府
が
従
来
の
立
場

を
再
検
討
さ
れ
、
核
兵
器
を
禁

止
・
廃
絶
す
る
条
約
に
参
加
さ

れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

滋
賀
県
は
、
２
０
２
４
年
に

予
定
さ
れ
て
い
る
国
民
体
育
大

会
（
以
下
、
国
体
）
に
む
け
て

施
設
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
彦
根
市
の
主
会
場
の

整
備
や
県
立
体
育
館
の
移
転
・

新
築
費
用
が
多
額
に
上
っ
て
お

り
、
し
か
も
未
確
定
な
施
設
整

備
や
大
会
運
営
費
用
、
ま
た
市

町
の
競
技
会
場
の
整
備
費
用
等

も
含
め
れ
ば
、
数
百
億
円
に
昇

り
ま

国
の
社
会
保
障
制
度
の

改
悪
や
雇
用
情
勢
の
悪
化
な
ど

に
よ
っ
て
、
県
民
の
生
活
は
厳

し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
数
十

年
に
一
度
の
国
体
の
た
め
に
、

貴
重
な
税
金
を
ム
ダ
に
費
や
す

の
で
は
な
く
、
県
民
生
活
充
実

の
た
め
優
先
的
に
使
う
こ
と
が
、

滋
賀
県
民
の
願
い
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
、
２
０
２
４
年
の

「
滋
賀
国
体
」
の
あ
り
方
と
ム

ダ
づ
か
い
を
抜
本
的
に
見
直
し
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
「
滋
賀
国
体
」

を
開
催
す
る
た
め
に
、
以
下
の

3
点
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

１
、
国
体
開
催
基
準
要
項
や
全

国
知
事
会
の
緊
急
決
議
（
平

成
１
４
年
）
に
基
づ
き
、
国

体
施
設
整
備
費
の
あ
り
方
を

見
直
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
国

体
を
め
ざ
す
こ
と
。

２
、
既
存
施
設
の
活
用
や
広
域

開
催
を
積
極
的
に
行
い
、
彦

根
主
会
場
及
び
県
立
体
育
館

の
建
設
は
、
多
額
の
費
用
が

か
か
る
こ
と
か
ら
計
画
を
再

検
討
す
る
こ
と
。

３
、
市
町
の
国
体
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
県
は
適
切
な

財
政
支
援
を
お
こ
な
う
こ
と
。
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雑
感
現
在
の
議
員
で
の
最
後
の
議
会
と
な
り
ま
し
た
。
つ
た
な
い
米
原
市
民
報
を
お
読
み
い
た
だ
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
「
こ
れ
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
」
と
か
「
議
会
の
様
子
が
よ
く
分
か
る
。
」
な
ど
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
を
励
み
に
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

市民の願いに応える共産党議員団
8
月
30
日
の
議
会
運
営
委
員
会
で
9
月
議
会
の
議
事
日
程
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
執
行
部
か
ら

の
提
出
議
案
は
補
正
予
算
・
条
例
改
正
等
28
件
の
議
案
で
す
。
議
会
か
ら
は
、
条
例
1
件
と
意
見

書
2
件
で
す
。
ま
た
今
回
よ
り
補
正
予
算
の
審
議
は
、
議
員
全
員
に
よ
る
予
算
常
任
委
員
会
と
予

算
分
科
会
で
審
議
さ
れ
ま
す
。

米原市議会９月議会での質問と意見書

政
策
研
究
会
マ
イ
バ
ラ
と
共
同
提
出

の
核
兵
器
禁
止
条
約
意
見
書

共
産
党
議
員
団

の
発
言
通
告

共
産
党
提
出
の

国
体
問
題
意
見
書


